
新型コロナウイルス感染症対策について  2023/4/1       U１５県リーグ事務局   

各参加チーム代表者様、各リーグ運営担当者様へ 

高円宮杯 JFA U15サッカーリーグ 2023新潟県の感染症対策においては、「JFAサッカー活動の再開に向けた

ガイドライン（第 13版）」、「新型コロナウイルスの影響による JFA国内競技会開催可否の判断基準について

(2023/3/1版)」、「新型コロナウイルス感染症対応 NiFAサッカー活動ガイドラン」を参考にして選手指導、運

営等を行ってください。 

【１ チームに関すること】 

・各チームに①チーム感染症対策責任者を置く。 

・試合毎に「参加者一覧表（※１）」を②会場感染症対策責任者（会場担当等）に提出する。 

（※１）チームの健康状態について確認するツールで、参加基準ではありません。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

・参加者一人一人の「健康チェックシート」は②に提出する必要ないが、各チームの体調管理とし

て使用し、①が管理することが望ましい。 

 

 

【２ 運営に関すること】 

・各試合会場に②会場感染症対策責任者を置く。 

 （実際はその試合会場の会場担当や運営担当の方が兼務することになると思います） 

・②は①が提出した「参加者一覧表」をリーグ終了まで保管する（１１月）。 

 （緊急事態が生じた場合には提出が求められます） 

・新潟県サッカー協会の感染症ガイドラン「新型コロナウイルス感染症対応 NiFAサッカー活動ガ

イドラン」の５−２.事業・活動の実施時の感染防止策を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新型コロナウイルス感染症対応 NiFAサッカー活動ガイドラン」の５−２ 

 

参加者一覧表 



【３ リーグ参加基準（制限）】   ＊マネージャーなど選手と接する機会のある者を含む 

想定される状況 対象 リーグ参加制限 

感染した場合 

 

選手･指導者* 参加自粛する。 

【有症状】 

発症日から７日間が経過し、かつ症状軽快（解熱剤を使

用せずに解熱し、呼吸器症状が改善傾向）後２４時間経

過していれば、出場、参加が認められる。   ※１ 

【無症状】 

５日目に抗原検査により陰性が確認されれば６日目か

ら参加可能とする 

チーム 集団感染がなければ参加は認められる。 

発熱や咽頭痛、咳等の

普段と異なる症状が

ある場合 

選手･指導者* 症状消失まで参加自粛が望ましい（「感染の疑いやおそ

れがない」との診断を受けた場合を除く）。     

チーム 制限なし 

濃厚接触者に特定さ

れた場合   ※２ 

選手･指導者* 待機期間は参加を控える           ※２ 

チーム 制限なし 

選手が所属する学校

が休校、学年閉鎖、学

級閉鎖の場合     

選手(指導者*） 参加自粛が望ましい             ※４ 

チーム 制限なし 

※１ 「発症日から７日間経過し」とは、発症日を０日として７日間のことを言います。 

※２ 待機期間は基本５日間ですが、２日目及び３日目に抗原定性検査キット（薬事承認された

ものに限る）を用いた検査により陰性を確認した場合は、３日目に解除が可能です。 

※３ 同居家族が濃厚接触に特定された場合、保健所指示の検査又は医療機関での検査を受け

る場合の状況でも、選手本人はリーグ戦に参加しても差し支えない。 

※４ 個々やチームの判断で参加することは差し支えない。 

 

 

【４ 連絡体制に関すること】 

新型コロナウイルス感染症により、様々な状況が予想されるため下記の連絡体制を確立します。 

 

状況が発生したら 

・①チーム感染症対策責任者から、 

→（試合当日の場合）②各会場感染対策責任者へ報告する。（各会場の管理責任者と協議） 

→（〜試合前日までの場合）各リーグの運営責任者に報告する。 

・②各会場感染対策責任者→各運営責任者→U１５県リーグ感染対策責任者（リーグ実施委員長）

→FA感染対策責任者（３種委員長）  

・③協議後  

→各チーム感染対策責任者へ今後の対応について連絡 

 

【５ その他】 

・令和５年５月８日に新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが変更されることに伴

い、同日以降の取扱いについては後日、リーグ運営担当者を通じて、各チームに連絡します。 

・連絡がない場合等は、各自治体の情報を最優先した判断をお願いいたします。 


